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１２月の相場見通しは？！ 

野菜類は、入荷量は前年を上回り、相場は前年を下回るか！ 

果実類は、入荷量は前年を上回り、相場は前年を下回るか！ 

花 き は、入荷量は前年を下回り、相場は前年並か！ 
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＜今月の写真＞ 
＊ 「千葉県秋冬野菜販売出陣式」開催！ ＊ 

 

１１月６日（火）、東京都中央卸売市場大田市場において「千葉県秋冬野菜販売出陣式」を千葉県、

全国農業協同組合連合会千葉県本部、（公社）千葉県園芸協会、千葉県野菜園芸組合連合会、「ちば

エコ農業」生産者協議会の主催で開催しました。 

大田市場が開場して３０年目の節目となる本年は、ＪＡグループ千葉の１７ＪＡの組合長等が参加する

中、千葉県滝川副知事及び全農千葉県本部林運営委員会会長から、長年の御愛顧に対する感謝と 

今後一層の御利用に向けた御挨拶の後、会場一丸となり鬨の声を挙げました。 

用意した３種類の試食、各４００食も瞬く間に配り終え、来場した買参人からは、「うまい！」  

「もう一つ！」といった声も聞かれました。 

本県産の「美味しく新鮮」な秋冬野菜は、来年６月までの長期にわたり首都圏に出荷されます。 

皆様、今シーズンも一層の愛顧をお願い申し上げます。 

滝川副知事の「いざ出陣！」の掛け声に、関係者全員で「えい、えい、おう」と鬨の声を上げ、 
本シーズンの秋冬野菜の販売開始を買参人の皆様にお知らせしました。 
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Ⅰ 青果情報                         １項 
１１月（中旬まで）の経過 

東京都中央卸売市場の主要品目の入荷量と価格 

１２月の見通し 

今月の青果物 特集「ねぎ」 

 
 

Ⅱ 花き（切花）情報                     ６項 
１１月（中旬まで）の経過（販売経過、品目別経過） 
１２月の見通し（輪菊・ストック） 

１０月の入荷量と単価の経過 ≪確定値≫ 

 
 

Ⅲ 千葉県内市場における園芸品の市況概況           ７項 

１０月の青果物と花き 

 
 

Ⅳ やっちゃば閑話                      ８項 
「鉄道いろいろ」 

 
 

Ⅴ 首都圏掲示板                       ９項 
アボカドは関東でも栽培可能？熱帯果樹研修会が開催されました 

千葉県フェアを開催中です 

全国花き品評会シクラメン部門が開催されました 

１２月８日は「有機農業の日」です 

 

 

 

用語解説  

 

園芸市
場情報に 
使用する
主な用
語解説 

急 騰 ：前日に比べ大幅に価格が上がる。（３ 割程度以上） 変動の 
幅を 
示す 
用語 

 平年並 ：± 2％以内 

強 い ：前日に比べ１ ０ ％程度以上価格が上がる。   や や ：± 3～ 5％ 

強保合 ：前日に比べ５ ％程度以上価格が上がる。   かなり ：± 6～15％ 

保 合 ：前日とほとんど同じ価格。   大 幅 ：±16％以上 

弱保合 ：前日に比べ５ ％程度以上価格が下がる。 

弱 い ：前日に比べ１ ０ ％程度以上価格が下がる。  

急 落 ：前日に比べ大幅に価格が下がる。（３ 割程度以上） 

まちまち ：産地、品種により、価格の騰落が異なること。  
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Ⅰ 青果情報 

 

 １ １０月下旬～１１月中旬までの経過 

気 象 全国的に平均気温が高い地点が多く、本州では降水量が少なく、

日照が多い傾向であった。 

気温は、九州、中国、四国地方の一部を除き、全国的に平年より

高く、北海道、関東甲信、東海では特に高くなった。 

降水量は、東北南部から九州北部までの広い範囲で平年よりも

かなり少なかった。 

日照は、北海道では少なかったが、全国的に多い傾向で、特に 

九州、四国地方で多くなった。 
 
 

野菜類 
 

入荷量  東京都中央卸売市場への入荷は、高冷地産、北海道・東北産から関東産、

西南暖地産に徐々に切り替わった。 

 好天が続いたため、台風２４号の影響を受けた品目も回復傾向となった。

主産地が関東産、愛知県産に切り替わった「だいこん」「キャベツ類」は、

前年を上回る入荷量だった。北海道産が少なかった「ばれいしょ類」「たま

ねぎ」は、前年を下回る入荷量だった。 

 野菜全体では、１０月下旬から１１月中旬の入荷量は 129,198ｔ（前年比

100.2％）と前年並だった。 

相 場 １１月上旬から潤沢な入荷となったため、多くの品目で前年の価格を 

下回った。特に、前年が高かった「ほうれんそう」「レタス類」「こまつ菜」

などは前年の５割程度になるなど、価格が大幅に下回った。一方、入荷量が

少なかった、「トマト」「ばれいしょ類」「たまねぎ」の価格は前年を    

上回った。 

野菜全体では、１０月下旬から１１月中旬の価格は 243 円（前年比

96.5％）と前年をやや下回った。 

 
 

果実類 
   

入荷量 「みかん類」「かき類」「りんご類」を中心に出回った。 

「日本なし類」「みかん類」「かき類」は生育が進み、入荷や品種の    

切り替えが前倒しになった。入荷量が漸減していく「日本なし類」    

「かき類」は前進出荷の影響で前年を下回った。「いちご類」は 11 月以降、

天候に恵まれたことから生育が良く、入荷量が増えている。 

果実全体では、１０月下旬から１１月中旬までの入荷量は 41,528ｔ（前

年比 89.2％）と前年をかなり下回った。 

相 場 価格は、「みかん類」は極早生種の切り上がりが早まり、一時入荷量が

少なく、また食味が良く引き合いがあったことから、価格は前年をかなり

上回った。 

果実全体では、１０月下旬から１１月中旬までの価格は 316 円／㎏  

（前年比 107.6％）と前年をかなり上回った。 

 



東京都中央卸売市場における入荷量と価格
平成30年10月下旬～11月中旬

品　目

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

野菜総量 44,743 96.2 263 115.0 43,427 103.0 248 94.1 41,028 101.8 215 81.0 129,198 100.2 243 96.5

うち外国産 824 108.6 489 97.7 846 107.4 421 89.8 768 92.5 372 92.7 2,437 102.6 428 94.1

果実総量 13,910 87.2 305 111.0 13,685 93.3 322 110.1 13,933 87.3 323 102.5 41,528 89.2 316 107.6

うち外国産 1,367 89.4 225 122.2 1,231 91.1 237 120.0 1,129 89.3 229 109.4 3,728 89.9 230 117.3

主要品目一覧（都中央全体）

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

だいこん 4,044 98.5 100 102.4 4,540 113.8 74 83.3 4,379 115.8 53 50.2 12,963 109.2 75 77.2

にんじん 2,531 83.0 212 229.1 2,436 103.8 220 168.6 2,070 91.3 185 126.4 7,038 91.8 207 172.2

はくさい 5,855 94.1 84 131.2 5,224 97.0 72 119.5 4,641 92.6 43 55.5 15,719 94.6 68 101.6

キャベツ類 5,704 98.5 98 156.9 5,294 105.1 103 107.4 4,998 112.6 73 73.0 15,996 104.8 92 108.8

ほうれんそう 496 120.2 586 87.9 630 220.5 434 47.2 675 245.4 301 33.8 1,802 185.0 426 53.0

ねぎ 1,994 106.8 350 85.2 1,760 95.0 353 100.8 1,709 95.0 289 89.0 5,463 99.0 332 91.6

レタス類 2,709 115.8 202 95.5 2,389 126.4 184 44.8 2,543 145.1 137 34.2 7,641 127.7 175 53.0

きゅうり 1,870 141.2 437 68.9 1,774 112.7 350 64.1 1,521 95.0 313 79.5 5,165 114.8 371 71.6

なす 777 106.1 437 102.0 817 159.4 387 63.6 699 131.2 357 61.3 2,293 129.0 395 75.0

トマト 1,645 79.0 542 140.6 1,579 81.9 544 134.3 1,617 90.3 463 109.0 4,841 83.5 516 127.7

ピーマン 609 116.0 592 147.6 675 131.8 519 78.6 667 133.9 396 62.2 1,951 127.1 500 88.6

さといも 334 92.9 305 104.9 350 88.4 282 93.9 288 79.0 273 94.8 972 86.8 287 98.0

ばれいしょ類 2,334 85.3 111 117.3 2,158 82.6 119 118.4 1,992 82.3 124 121.0 6,484 83.4 118 118.8

たまねぎ 3,384 80.6 101 130.1 3,393 82.3 104 131.7 3,315 90.6 108 131.2 10,092 84.2 104 131.1

生しいたけ 296 100.3 980 92.0 298 109.9 904 84.7 285 104.3 831 78.6 879 104.7 906 85.2

かぼちゃ 998 73.9 258 191.7 811 69.1 278 197.0 583 57.4 295 195.6 2,393 67.6 274 193.7

さやえんどう 8 92.0 1,410 99.9 12 89.9 1,381 92.6 21 121.3 1,119 78.3 41 104.0 1,254 86.7

かんしょ 940 86.4 255 110.9 944 115.3 255 100.9 951 100.2 232 91.5 2,835 99.3 247 101.2

かぶ 471 106.9 148 122.3 545 136.5 131 81.5 569 132.7 110 62.5 1,586 124.9 128 84.5

ごぼう 294 94.6 341 118.5 363 101.2 318 119.2 342 88.7 291 123.9 999 94.7 316 120.7

こまつ菜 486 146.7 326 70.5 486 162.1 221 36.1 408 138.6 152 27.0 1,380 149.1 237 43.8

こねぎ
131 104.2 1,282 149.6 141 153.6 990 87.8 130 118.2 813 59.8 402 122.8 1,028 93.4

糸みつば
49 103.1 475 116.2 52 120.7 404 78.7 47 110.7 368 53.0 147 111.2 416 77.8

しゅんぎく
90 178.0 636 59.3 108 172.1 507 51.2 112 137.3 396 52.0 309 159.1 505 55.1

にら
219 93.0 967 111.5 223 111.9 908 77.0 208 99.5 715 68.2 650 101.0 866 84.6

セルリー
224 83.4 312 153.6 220 88.7 313 111.9 274 120.8 225 72.3 718 96.6 279 106.6

カリフラワー
135 112.7 244 101.1 158 115.4 231 93.4 170 137.9 212 78.6 463 121.8 228 90.2

ブロッコリー
754 126.1 436 94.2 1,009 142.9 360 74.9 1,096 111.9 295 76.5 2,859 125.2 355 81.6

サラダな
27 107.1 515 119.3 29 102.0 416 50.4 26 83.9 369 51.8 83 96.8 434 65.1

パセリ
20 99.4 1,219 100.2 22 98.3 918 90.0 19 104.6 913 76.4 61 100.6 1,016 89.3

チンゲンサイ
155 122.0 310 94.0 154 124.7 262 60.3 134 107.2 209 52.5 443 118.0 263 67.9

エンダイブ
4 117.5 682 92.2 5 183.1 617 59.6 5 135.1 509 48.0 15 142.3 596 63.3

ミニトマト 592 94.0 831 108.2 528 79.6 924 120.2 588 95.4 813 123.1 1,708 89.5 854 116.4

いんげん
79 106.6 1,071 120.2 89 141.1 932 79.3 81 127.7 814 63.5 249 124.1 939 85.0

えだまめ
18 60.5 1,018 123.7 8 75.0 1,073 112.6 7 73.1 1,246 110.1 34 66.1 1,079 118.7

やまといも
51 112.3 527 85.9 47 108.0 539 84.5 48 91.0 534 82.9 146 103.0 533 84.3

根しょうが
94 79.4 567 101.7 93 84.8 560 103.8 69 67.1 560 101.9 257 77.4 563 102.4

マッシュルーム 53 94.0 932 104.2 50 95.5 973 106.4 47 87.6 1,026 106.1 149 92.4 975 105.5

（単位：ｔ、％、円/kg）

品　目
（野　菜）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

開市日数　本年8日・前年8日 開市日数　本年7日・前年7日 開市日数　本年7日・前年7日 開市日数　本年22日・前年22日

（単位：ｔ、％、円/kg）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計
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入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

みかん類 4,484 83.1 227 123.6 5,974 104.1 286 116.4 7,258 91.6 275 100.1 17,715 93.0 266 111.0

(極早生みかん) 4,131 79.8 220 122.8 1,171 54.7 218 116.5 220 60.9 204 106.8 5,522 71.9 219 120.4

(早生みかん) 329 158.0 308 106.8 4,781 133.5 302 107.8 6,990 92.8 278 99.5 12,100 106.9 288 103.0

かんきつ類 339 85.4 225 104.1 318 104.4 279 112.5 350 85.2 346 107.4 1,006 90.5 284 107.6

りんご類 2,481 86.2 279 103.5 2,317 91.2 282 100.1 2,411 86.1 289 98.5 7,210 87.7 283 100.6

(ふじ) 81 50.6 285 97.9 572 68.0 333 104.3 1,516 82.8 304 101.1 2,168 76.6 311 101.7

いちご類 30 115.0 2,779 121.4 108 144.6 2,158 95.6 230 151.5 1,745 87.1 368 145.6 1,951 92.6

(とちおとめ) 17 110.4 3,176 127.9 90 146.0 2,162 93.7 198 154.1 1,688 86.0 306 148.4 1,911 90.7

メロン類 238 96.0 543 106.7 147 94.6 778 107.6 115 81.5 909 98.8 499 91.8 696 102.9

(アールスメロン) 119 104.5 697 102.4 95 93.0 957 105.2 94 83.2 1,005 99.4 307 93.6 871 100.7

くり 78 82.4 793 92.1 44 96.4 824 87.3 20 83.9 765 74.6 142 86.5 799 88.0

すいか類 38 72.8 303 127.0 26 73.6 281 133.2 50 141.1 239 92.2 114 92.6 270 114.2

(すいか大玉) 33 74.7 280 133.2 23 72.6 275 142.5 47 144.7 233 93.2 103 95.2 257 118.5

(こだますいか) 6 63.5 441 115.5 3 82.2 318 90.8 3 96.7 343 93.8 11 74.0 384 103.6

日本なし類 656 71.9 308 120.9 402 59.3 305 122.2 160 39.8 298 118.1 1,218 61.2 306 121.1

(なし（新高）)
196 44.4 252 120.1 34 28.5 234 122.0 20 31.1 211 125.7 250 40.0 247 121.9

ぶどう類
412 61.4 1,350 126.3 233 68.1 1,432 120.8 176 71.9 1,437 113.3 821 65.3 1,392 122.2

かき類 3,558 99.4 258 113.8 2,659 85.0 248 104.5 1,864 80.5 240 96.5 8,081 89.5 251 106.2

主要品目一覧（都中央千葉県産）

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

だいこん 1,249 76.5 96 97.0 2,412 111.6 74 81.0 2,658 132.5 51 49.0 6,318 109.0 69 70.2

にんじん 11 65.0 203 167.4 337 67.0 239 168.3 1,260 106.7 197 132.1 1,609 94.5 206 140.3

キャベツ類 1,515 90.9 106 162.9 2,327 147.3 108 120.7 2,175 143.6 75 75.7 6,018 126.4 96 113.8

ほうれんそう 19 112.5 508 91.4 48 329.9 331 45.1 63 343.6 219 29.9 130 261.1 302 45.0

ねぎ 47 143.1 387 103.1 90 166.1 379 108.7 141 132.3 333 96.1 278 143.6 357 101.4

レタス類 30 82.6 247 115.7 36 98.9 220 94.9 51 92.9 153 48.2 117 91.7 198 75.1

きゅうり 87 159.3 429 73.8 127 123.8 341 69.2 149 105.9 298 76.7 363 121.9 344 74.9

なす 4 128.3 461 95.3 5 187.9 451 69.8 4 108.8 421 65.3 13 138.0 445 75.4

トマト 330 74.0 499 140.9 391 79.7 487 143.4 323 85.4 406 114.9 1,044 79.4 466 133.6

ピーマン 3 90.2 556 85.6 4 118.6 582 75.2 4 119.1 532 68.1 10 108.7 557 76.1

さといも 40 55.3 274 141.6 35 78.5 283 102.6 28 64.7 268 104.6 103 64.4 275 117.9

かんしょ 515 96.1 240 111.4 555 139.2 251 102.4 555 111.9 219 88.1 1,625 113.6 237 100.6

かぶ 347 121.1 152 124.0 396 143.2 135 81.2 430 143.9 113 59.9 1,174 136.1 132 82.7

こまつ菜 20 117.7 305 70.0 26 177.0 262 53.3 22 126.0 133 30.8 69 138.6 232 51.6

しゅんぎく
13 228.2 637 62.3 20 262.2 526 54.6 28 168.5 418 53.2 61 203.8 500 57.1

サラダな
11 132.7 445 119.0 11 163.4 352 49.0 10 92.5 325 51.5 32 123.3 374 65.2

パセリ
8 127.9 1,131 100.5 11 117.0 829 96.3 12 111.2 735 71.1 31 117.3 872 87.7

ミニトマト
69 91.0 767 106.5 60 61.1 871 132.3 63 62.0 812 141.6 192 69.7 814 126.4

いんげん
11 154.0 1,385 119.5 12 182.1 1,171 86.4 7 212.7 1,054 73.5 30 176.1 1,223 95.0

えだまめ
9 60.1 924 112.4 5 72.5 943 110.3 1 66.4 1,071 113.2 16 64.1 943 112.0

やまといも
28 105.0 556 91.4 25 100.6 558 91.6 26 73.8 546 87.9 79 91.3 553 90.2

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

メロン類 4 60.8 509 100.6 4 91.0 689 98.6 3 83.2 929 99.8 12 75.3 693 103.1

(アールスメロン) 4 61.6 509 102.4 4 93.4 689 100.2 3 81.8 935 100.6 12 75.9 693 104.1

日本なし類 7 30.4 269 129.0 3 33.5 298 126.3 1 145.3 317 99.0 11 33.9 281 129.0

(なし（新高）) 2 16.5 184 119.0 0 0.0 0 0.0 0 - 0 - 2 16.5 184 119.0
注）斜体で表示した品目は、季節的に入れ替えをします。 前年比10％以上 資料：東京青果物情報センター速報
     0は単位に満たないもの。　－は数値の発表がないもの。 前年比10％以下

品　目
（果　実）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

品　目
（果　実）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

品　目
（野　菜）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計
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　　２　　１２月の見通し

前年
比

平年
比

前年
比

平年
比

だいこん ⇑⇑ ⇒ ⇓⇓ ⇓⇓

にんじん ⇗ ⇒ ⇗⇗ ⇑⇑

キャベツ類 ⇗ ⇗ ⇓⇓ ⇓⇓

ほうれんそう ⇑⇑ ⇓⇓ ⇓⇓ ⇓⇓

ねぎ ⇗ ⇒ ⇘⇘ ⇗

きゅうり ⇒ ⇒ ⇘⇘ ⇘

トマト ⇗ ⇘ ⇓⇓ ⇒

かんしょ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
増加 減少

主産地は千葉、茨城県。千葉県は貯蔵作業が終る
が、下位等級の発生がやや多い。入荷量は前年及
び平年並の見込み。

主産地は千葉、埼玉県。台風の影響が等階級内容
に残るも、生育は回復傾向。入荷量は少なかった
前年をやや上回り、平年並の見込み。

主産地は宮崎、千葉県。越冬作の各産地で、生育
は概ね順調。入荷量は前年及び平年並の見込み。

主産地は熊本、愛知県。猛暑や9月の天候不順か
ら回復し、生育は概ね順調。入荷量は少なかった
前年をやや上回り、平年をやや下回る見込み。

主産地は群馬、茨城県。好天で生育が前進した反
動で、入荷が一時減る。入荷量は少なかった前年
を大幅に上回り、平年を大幅に下回る見込み。

主産地は千葉県。夏季の高温、乾燥、台風24号の
影響があったが、回復傾向。入荷量は少なかった
前年をやや上回り、平年並の見込み。

主産地は愛知、千葉県。9月の天候不順、台風の
影響は、その後の好天により回復傾向。入荷量は
前年及び平年をやや上回る見込み。

品  目

入荷量(t) 単価(円/kg）
備　　考

（県内産地の生育状況等）

主産地は千葉、神奈川県。台風の影響があった
が、その後の好天で生育は回復傾向。入荷量は少
なかった前年を大幅に上回り、平年並の見込み。

関東と九州・四国の西南暖地が中心産地となる。

好天が続いているため、「だいこん」「キャベツ類」などは引き続き潤沢な入荷

が見込まれる。一時、入荷が少なかった「にんじん」「トマト」も生育の回復によ

り、平年並の入荷を見込む。野菜全体では、入荷量は前年を上回る見込み。

価格は、「だいこん」「キャベツ類」「はくさい」「レタス」など前年が高かっ

た品目では、前年を大幅に下回ることが見込まれる。「トマト」「きゅうり」など

の果菜類も前年は下回る見込み。野菜全体では、前年・平年を大きく下回る見込

み。

野 菜

果 実

「みかん類」「りんご類」「かき類」の出回りが主体となる。

気温が高めに推移しているため、「みかん類」は前進出荷しており、台風の被害

のあった前年と比べると、安定した入荷が見込まれる。「りんご類」は台風の影響

で下位等級の発生があるものの、玉肥大は良好である。

価格は、主力の「みかん類」で早生種の入荷が順調に続き、中生や普通種以降の

出回りも重なり、入荷量が少なく高かった前年を下回る見込み。

果実全体では、入荷量は前年を上回り、価格は前年を下回る見込み。

凡例
⇒ ⇗⇗，⇘⇘

⇗，⇘ ⇑⇑，⇓⇓やや高，やや低：±3～5％

かなり高，かなり低：±6～15％

大幅高，大幅低：±16％以上

平年並：±2％

4



３　今月の青果物

１２月入荷予測

主要産地のねぎの入荷量（東京都中央卸売市場） １２月価格予測

産地

千葉 1,414 ｔ 25.8 ％ 強保合 ⇗ 保合 ⇒ 強保合 ⇗

茨城 980 ｔ 17.9 ％

埼玉 919 ｔ 16.8 ％

群馬 740 ｔ 13.5 ％

 

（上旬） （中旬） （下旬）

ねぎ

２９年１２月入荷量 ２９年１２月シェア率
１２月市況予測

５,９６０ｔ（前年比１０５.１％、平年比９７.５％）

３００円（前年比８８.７％、平年比１０５.６％）
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今後の競合産地の動向は?

千葉県は、１２～４月までの「ねぎ」の入荷量が、東京

都中央卸売市場で第１位となっている主要な産地です。

都中央卸売市場には、１１月までは青森県、秋田県

等の東北産が、その後は千葉県、茨城県等の関東

産が入荷し、産地が切り替わります。

前年の１２月は、台風の影響により、下位等級比

率が高かったものの、価格は野菜全体の高値基調

の影響もあり、平均価格で346円/kg（平年比120％）

と高値でした。

本年は、関東の各産地で台風２４号による葉折れ

や倒伏等の被害があり、生育の遅れが見られまし

た。その後の好天により、生育は回復傾向にあり、

１２月上旬は細物の発生も予想されますが、１２月

後半にかけては太物が増量する見通しです。

全体では、１２月の入荷量は前年をやや上回り、

平年並の見込みです。価格は、高かった前年は下

回りますが、平年は上回る見込みです。
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Ⅱ　花き(切花)情報

１１月(中旬)までの経過

　販売経過　（東京都中央卸売市場大田市場）

１２月の見通し

ｘ

１０月の入荷量と単価の経過≪確定値≫ 〔㈱大田花き〕

花き流通情報連絡協議会資料より作成　平年値は過去3カ年の平均

㈱世田谷花き
台風や夏の高温の影響もあり昨年よりも１０～２０％入荷は減
る見込み。単価は前年並の見込み。

㈱大田花き
各産地生育順調で安定的な数量になる。販売面では上中旬は厳
しいが、年末に向けて動きが活発になる。

ストック

輪菊

ＦＡＪ
年末需要に向けて数量増加見込みだが、沖縄県の出荷は不安
定。ディスバッド系主体に動き活発になる。

　品目別経過  

品目 見　通　し

品目 経　　過

㈱大田花き
山形県中心の入荷であったが、中旬から千葉県が始まった。中
旬は天候が良く入荷量がまとまり販売は苦戦した。

㈱大田花き
静岡県は台風被害から回復傾向で、出荷量は徐々に増え、中旬
から前年並の入荷となった。

ＦＡＪ
葬儀需要滞り、入荷数量も増えたため相場低迷。中旬に徐々に
回復した。

ストック

輪菊

ガーベラ

入荷量

相場

動向

入荷量は台風被害の影響等が残り、平年をやや下回った。

単価は平年並となった。大きな需要の無い時期で、菊類が平年をかなり下回った。

東日本、北日本は高温が続き、生育が前進化。また、年末需要期は台風被害の影響が
引き続き残るため、供給量が不安定となる懸念がある。

項目 経　　過

台風被害の影響が残り入荷量は少なかったものの、ブライダル、葬儀等の業務需要鈍く、厳

しい販売状況となった。
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Ⅲ　千葉県内市場における園芸品の市況概況

青果物

入荷量 前年比 単価 前年比 数量 前年比 単価 前年比

野菜 21,864 0.87 202 1.33 194,908 0.86 205 1.10
だいこん 3,805 1.00 89 1.17 24,710 0.87 107 1.25
にんじん 1,077 0.74 217 2.61 11,014 0.80 155 1.28
はくさい 2,044 0.82 97 1.51 13,796 0.86 101 1.15
キャベツ 3,289 0.78 81 1.47 33,475 0.81 102 1.19
ねぎ 519 0.74 442 1.23 6,726 0.80 351 1.13
トマト 988 0.86 455 1.19 8,924 0.79 361 1.09
きゅうり 716 1.03 378 1.27 7,164 0.80 322 1.18
ばれいしょ 1,131 0.99 118 1.20 12,244 0.96 109 0.65
たまねぎ 2,301 0.93 100 1.35 17,986 0.93 100 1.06
レタス 783 0.75 193 1.69 8,415 0.79 192 1.24

果実 5,369 0.91 286 1.14 44,766 0.87 373 1.10
みかん 1,624 0.91 212 1.19 5,293 0.78 294 1.19
かき類 1,158 0.88 244 1.20 1,598 0.86 275 1.19
グレープフルーツ 107 1.16 153 1.17 1,105 1.05 193 0.99
なし類 335 0.62 285 1.27 4,438 0.83 283 1.00
ぶどう類 217 0.69 1,067 1.18 1,356 0.89 875 1.08
いちご類 5 1.20 1,977 1.12 2,679 0.96 1,146 1.03
すいか類 7 0.93 221 1.18 4,870 0.81 221 1.08
メロン類 71 0.82 418 1.04 2,581 0.85 386 1.00
バナナ 434 0.80 160 1.28 4,087 0.81 164 1.14
りんご 897 1.07 290 1.10 4,848 0.87 325 1.18

226 0.97 155 0.96 2,367 0.95 170 0.97

27,459 0.88 218 1.28 242,041 0.87 235 1.10

入荷量 前年比 単価 前年比 数量 前年比 単価 前年比

　切り花 1,322 0.40 72 1.20 22,597 0.56 61 1.06
きく 459 0.38 76 1.20 7,474 0.53 66 1.06
バラ 58 0.32 79 1.17 862 0.48 76 1.15
カーネーション 204 0.45 43 1.00 3,275 0.60 46 1.00

　枝物 44 0.53 90 0.93 504 0.60 104 0.98

　鉢物 126 1.03 139 1.11 1,020 0.94 134 0.98

　その他 2 2.00 101 1.77 23 0.73 66 0.76

1,494 0.43 78 1.23 24,144 0.57 65 1.08

※「－」は、数値の発表がないことを示す。

※平成30年4月1日から市川市地方卸売市場が民営化され調査対象外となった。

単位：ｔ、円/kg

※県内公設卸売市場実績。品目は主なもの。数値の「0」は入荷はあるが単位に満たないことを示す。

H30.10月

花き合計

累計（H30.1～H30.10月）

累計（H30.1～H30.10月）

　その他

花き

青果物合計

品目

品目
H30.10月

単位：千本（千鉢）、円/本（鉢）
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Ⅳ や っ ち ゃ ば 閑 話 
 

「鉄道いろいろ」 
 

地下水問題など幾多の困難を乗り越え、１０月１１日豊洲市場が開場しました。豊洲 

市場は敷地面積約４０ｈａで、このうち青果棟の敷地面積は約１３ｈａと青果部門も移転

前の築地市場より規模が拡大しています。豊洲市場青果棟の大きな特徴は完全閉鎖型で 

ある点で、産地からのトラック便の着荷～卸売場～仲卸～小売への発送まで一貫して外界

と隔離された室内空間で青果物が取り扱われます。コールドチェーンの確立により鮮度 

維持の向上が期待され、豊洲市場の開場は今後、青果物の商流に少なからず影響を与える

と思われます。 

  さて、現在の青果物の物流はトラック便に依るところが大きいですが、移転した築地 

市場にかつて輸送用の鉄道が乗り入れていたことを御存じでしょうか。築地市場を上から

見ると弧を描いていることがわかりますが、この弧に沿って鉄道のレールが敷設されてい

ました。築地市場内の駅は「東京市場駅」といい、１９３５年（昭和１０年）の築地市場

開場と同時に開業し、１９８４年（昭和５９年）に廃止されるまで農水産物の流通の一端

を担っていました。 

 

  ところで、今日のわが国の鉄道は電気を動力としていのものが大半です。しかし、鉄道

の黎明期には石炭や石油、電気以外のさまざまな動力による鉄道路線が存在していました。 

まずは、馬が動力の「馬車鉄道」です。そもそも、鉄道のルーツはイギリスでレール上

を走らせた馬車だとされています。レール上を走行するので普通の馬車より乗り心地が良

く、多くの人や物を輸送することができました。さらに変わったものでは「人車」があり

ました。人車とは、読んで字のごとくで、人が貨車を押す力を動力とする鉄道です。よほ

どキワモノかと思えばそうでもなく、小田原と熱海を結んだ豆相人車鉄道は、延長およそ 

２５Ｋｍの立派な交通手段でした。芥川龍之介の短編「トロッコ」も、この豆相人車鉄道

が軽便鉄道へと切替えられる工事現場を舞台とした小説です。また、かつては千葉県にも

「庁南茂原間人車軌道」（※庁で正しい記載です）という人車が存在し、現在の長南町～

茂原市を結び、１９２５年（大正１４年）まで公共交通機関として運行されていました。 

そして、極め付けの変わり種鉄道は、「犬車」です。犬車が利用されたのは四国や九州

などの山間部で、山から切り出した木材を麓の里まで運搬するための森林鉄道で活躍しま

した。狭く急勾配の山道では犬達の脚力が頼りだったのです。もっとも、犬車が使われる

のは空の貨車を山の上に上げるまでで、木材を積載した帰り路は犬も木材の上に乗って 

山道をくだったそうです。 

   

現在、物流業界の人手不足は深刻で、特に、市場での荷卸しの待ち時間が長く、手積み・

手降ろし等の荷役作業が大きな負担になる農産物は、ドライバーからは敬遠される輸送品

の一つだと言われています。流通コストの上昇に直結し、農産物の販売戦略にも影響を及

ぼしうる物流業界の動向には、引き続き注視していかなければなりません。 

厳しい現実もありますが、一昔前の微笑ましい鉄道に少時思いを馳せて、ひと休みする

のもいいのではないでしょうか。 

（狐の茶袋 ） 
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Ⅴ 首 都 圏 掲 示 板 

１１月１７日(土)大田市場事務棟の大ホールで日本熱帯果樹協会主催のトロ

ピカルフルーツセミナーが開催されました。当日は協会員の生産者のほか市場

関係者も参加し、温帯地域におけるアテモヤ、アボカド等の亜熱帯性果樹の 

栽培の可能性を探りました。 

アテモヤは、「森のアイスクリーム」といわれる濃厚な甘味が特徴の果樹です。

まだ知名度は高くありませんが、国内では沖縄県や三重県などで栽培されて 

おり、大田市場にも出荷されています。 

一方のアボカドは、食材として日本の食卓に定着していますが、流通して 

いるものはほとんどが輸入品です。アボカドの輸入量は、右肩上がりで増加 

しており、2017 年の輸入実績は数量で 60,635ｔ、金額で 230 億円と、10 年前の

2007 年と比較して数量で 2.3 倍、金額で 3 倍になっています。  

アボカドは品種によっては、千葉県でも露地栽培が可能です。着果率の向上

などクリアしなければならないハードルはありますが、安定的な生産ができれ

ば国産アボカドの需要は大きいと思われます。 

 

アボカドは関東でも栽培可能？熱帯果樹研修会が開催されました 

参加者が持ち寄った国産アボカド（左から、スチュワート、ハス、ピンカートン、福徳利） 

当日展示された三重県産アテモヤ 
（左:ピンクス・マンモス、中:バーニッキー、 

右:ヒラリーホワイト） 

アテモヤの果肉 
(糖度は 30 度近くになります) 
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１１月から２月の千葉県の秋冬野菜潤沢期に、量販店において千葉県フェア

を開催しています。本年は新たに１２～１月もフェアを開催し、継続的な本県

産農産物の取り扱いを目指して取り組んでいます。 

今年は、１１月後半になるにつれ野菜価格が下落していき、量販店でも全体

的に野菜の価格が安い状況でした。フェアでは、試食、調理方法の紹介を行う

ことで、大根やキャベツをまとめ買いして行くお客様もいて、品出しが間に合

わない程売れ行きは好調でした。市況は厳しい状況ですが、品質の良い本県産

野菜は消費者に喜ばれています。 

千葉県フェアを開催中です 

１１月２８日水曜日、㈱フラワーオークションジャパンにて全国花き品評会

シクラメン部門が開催され、生産者が丹精込めて栽培したシクラメンが、市場

に集まりました。栄えある農林水産大臣賞に輝いたのは、群馬県産のウインク

ホワイト５号鉢でした。シクラメンは、葉を外側にし、花を真ん中に集める 

「葉組み」作業を行った商品が一般的ですが、今回初めて全体的に花を咲かせ

た品種が受賞しました。近年、このようなタイプのシクラメンが比較的高い 

単価で取引きされる傾向にあり、シクラメンのイメージが変化しつつあります。 

全国花き品評会シクラメン部門が開催されました 

農林水産大臣賞受賞品 特別賞受賞品 

千葉県野菜の集中陳列 売り場の棚を広く使い販売していただきました 
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１２月８日は「有機農業の日」です  

「有機農業推進法」の成立した日である１２月８日は、「有機農業の日」とい

う記念日が制定されています。最近は、一般のスーパーでも有機農産物コーナ

ーが設置されたりと、有機・オーガニックは以前より身近な存在になりました

が、全国の耕地面積に占める有機農業の取組面積はわずか 0.5％（千葉県は同

0.6％）と、諸外国に比べて日本の有機農業の取組は依然として低い水準です。 

有機農業の取組拡大のためには、安定した栽培技術の確立とともに、コスト

を抑えた効率的な販売と販路の確保が不可欠です。現在、市場で取り扱われる

有機農産物の数量は多くありませんが、有機農産物のように、「特徴があり少量

生産」といった商品に対応できる市場もあります。既存の物流網と卸売市場の

機能を活用した市場出荷に取り組むことは、これからの有機農産物販売の選択

肢のひとつではないでしょうか。 

 

大田市場に出荷されている各地の有機農産物 


